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情報化社会の中で情報不足？� 理事長　涌　井　昭　夫　

　マスメディアの発達によって、世の中に

大量の情報が氾濫しています。かつては、

知りたいことを書籍類で調べたり、実際に

現地で確認したりすることが主流でした

が、今や携帯の端末を操作することで、瞬

時に情報収集をすることすらできます。

　学校現場でも、パソコンをはじめとして様々な情報機器を

使った学習活動も行われています。

　けれども、これだけ多くの情報に囲まれていながら、「必要

な情報がない」「情報が不足している」と感じている人が増

えつつあるという新聞記事を目にしました。

　生の情報の中には加工（分析）しないと、意味を理解でき

ないものも少なくありません。画面をクリックするだけで得

られる膨大な情報が、逆に実態や実感の伴わないものに置き

換わり、結果として「鵜呑み」や「受け身」になる危険性を

感じます。

　私ども厚生財団も、同様な面があることを自覚しており

ます。

　ホームページや広報紙、様々な会合等で、財団の各種事業

内容や諸々の手続に関する連絡を発信しています。それら

が、「団員の皆さんが求める情報となり得ているか」という

ことは、常に検証していくことが不可欠です。

　団員24,000名全員から満足をいただけることは難しい面

もありますが、お気づきの点がございましたら、遠慮なくお

聴かせいただき、よりよい情報発信に努めてまいります。

　最後になりましたが、５月22日の臨時理事会において理

事長を拝命いたしました。百年を超える厚生財団の歴史の中

には、存続の危機も幾度かございました。

　これからも創設時の「相互扶助の理念」を忘れることな

く、団員の皆さんの拠り所として厚生財団の充実、発展に全

力を傾けてまいる所存です。よろしくお願いいたします。

新潟県の文化財シリーズ
　赤門は、村上藩燕組大庄屋樋口家の表門として燕市仲町に所在しましたが、大正８年４月現在の燕市

立燕東小学校に寄贈され、三日がかりで移築、校門として現在に至っています。

　江戸末期の建築が推定され、主要木材はけやきであり、垂
たる
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の形式を備えています。昭和52年４月に燕市有形文化財に指定されました。

写真提供・文	 燕市立燕東小学校長　村山　幸一　様

燕・西蒲支部長	 燕市立吉田小学校長　長谷川　栄　様
■ 旧樋口家表門（赤門）
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◆厚生財団職員
部　長　田中　英幸� 主　査　茂野　恵子

主　任　山口　隆行� 書　記　渡辺　美季

書　記　渡邉　　健� 書　記　今井　典昭

参　与　笹川　勇治� 参　与　安田　典彦

◆評議員・支部長◆
支　部 評 議 員 所　属　所　名 支 部 長 所　属　所　名

新 潟 北 区 生田　雅之 葛塚東小学校 高橋いずみ 葛塚小学校
新 潟 東 区 本間　正人 中野山小学校 石川　　治 東山の下小学校
新潟中央区 小林　淳一 日和山小学校 渡辺　　徹 鏡淵小学校
新潟江南区 内山　英紀 東曽野木小学校 田邊　裕一 亀田小学校
新潟秋葉区 大田　博之 新津第二小学校 長谷川　豊 新津第一小学校
新 潟 南 区 涌井　寛之 庄瀬小学校 上澤田　誠 大通小学校
新 潟 西 区 杉中　規彦 青山小学校 小川　靖二 内野小学校
新潟西蒲区 小林　広紀 曽根小学校 小濱　　亨 巻北小学校
新潟市中学校 田中　哲夫 石山中学校 高橋　恒彦 東新潟中学校
長岡・三島 佐藤　正樹 中島小学校 宮　　宏之 旭岡中学校
上　　　越 渡辺　由紀 戸野目小学校 小島　定司 三和中学校
三　　　条 小林　徹哉 裏館小学校 五十嵐和義 栄中学校
柏崎・刈羽 赤澤　厚史 刈羽小学校 若月　俊彦 瑞穂中学校
新　発　田 佐藤　政志 第一中学校 中澤　　毅 御免町小学校
小　千　谷 佐藤　　務 東小千谷小学校 岡村　秀一 小千谷小学校
加茂・南蒲 横堀　正満 田上中学校 中野　國芳 加茂小学校
十日町・中魚 関　　勝人 南中学校 島田　敏夫 十日町小学校
見　　　附 杉坂　　晃 西中学校 高橋　正則 見附小学校
村上・岩船 佐藤　信行 村上南小学校 髙橋　　聡 岩船中学校
燕 ・ 西 蒲 井部　　隆 分水中学校 長谷川　栄 吉田小学校
糸　魚　川 佐藤　　弘 青海中学校 田村　雅人 大和川小学校
妙　　　高 藤田　由江 新井北小学校 川上　　晃 新井中学校
五　　　泉 能登　佐菊 愛宕小学校 神田　武司 村松小学校
阿賀野・北蒲 槙田　博之 聖籠中学校 伊藤　　守 水原小学校
佐　　　渡 和田　大二 両津中学校 羽二生　裕 金井小学校
胎　　　内 天井　　弘 胎内小学校 石塚　文弘 中条小学校
魚　　　沼 樋口　健一 小出小学校 柳　　恒雄 堀之内小学校
南　魚　沼 大津　政好 城内小学校 長澤　俊英 六日町中学校
東 蒲 原 郡 長谷川秀夫 阿賀津川中学校 長谷川和子 日出谷小学校
高 等 学 校 池嶋　聖也 高田北城高等学校 上原　洋一 新潟中央高等学校
高 等 学 校 上杉　　肇 三条高等学校 － －
高 等 学 校 内野　信昭 新潟商業高等学校 － －
特別支援学校 今井　聡己 江南高等特別支援学校 猪俣　保行 はまなす特別支援学校
大　　　学 － － 末吉　　邦 新潟大学農学部
新　事　研 諏佐ます子 名木野小学校 － －

平成29年度  役職員の紹介
◆顧問・理事・監事◆
職　名 氏　名 所　属　所　名

顧　　問 小林　敬明 新潟県教職員厚生財団
顧　　問 髙橋　　信 新潟県教職員厚生財団
顧　　問 猪股　博英 新潟県学校生活協同組合
理 事 長 涌井　昭夫 新潟県教職員厚生財団
副理事長 八木　克洋 新潟県教職員組合
専務理事 桑原　直哉 新潟県教職員厚生財団
常務理事 坂井　育男 新潟県教職員厚生財団
理　　事 飯田　昭男 新潟県立新潟高等学校
理　　事 藤井　人志 新潟県立新発田高等学校
理　　事 赤松　雅史 新潟県立高田特別支援学校
理　　事 濱中　力也 新潟市立白新中学校
理　　事 小林　晃彦 上越市立城北中学校
理　　事 近藤　　朗 新潟市立新潟小学校
理　　事 鈴木　正美 村上市立村上小学校
理　　事 丸山　吉次 長岡市立表町小学校
理　　事 熊倉　達也 長岡市立阪之上小学校
理　　事 大野　雅人 上越市立大手町小学校
理　　事 神村　大輔 上越市立大町小学校
理　　事 工藤ひとし 新潟県学校生活協同組合
理　　事 清水　伸二 新潟県学校生活協同組合
理　　事 青柳　拓二 新潟県教職員組合
監　　事 青柳　隆広 長岡市立東北中学校
監　　事 菅原　誠廣 小千谷市立小千谷中学校
監　　事 土山　裕子 新潟県教職員組合
監　　事 北村　雄峰 三井生命保険㈱新潟支社

退任のごあいさつ� 前理事長　髙橋　信　

　平成23年６月から、常務理事１年間、専務理事３年間、理事長２年間の計６年間務めさせていただきました。

　最初の３年間は、主に社屋新築事業を担当しました。社屋新築全体計画の作成、「耐震性に優れ、近代的で、使い勝手のよ
い、開かれた社屋」の実現、「公平性、透明性、妥当性」を担保するため「財団社屋基本事項検討委員会」の企画運営が主な内

容でした。

　理事長就任後は、新社屋の建設と竣工記念祝賀会等に立ち会わせていただきました。また、財団の喫緊の課題である「入団促

進」も、関係の皆様のご支援のお陰で、新採用教職員の入団率の目標90％を２年続けて達成できました。

　非力な私でしたが、なんとか任期を全うできましたのは、顧問、理事、監事、評議員、支部長をはじめ、団員の皆様からのご指導とご支援のお

陰です。

　この場をお借りして、御礼を申し上げます。大変ありがとうございました。

　財団には、新理事長のリーダーシップの下、財団マークに込められた団員の皆様との絆を深めながら、福利厚生事業を進めてほしいと願っています。

常務理事ごあいさつ
� 坂井　育男　

　この６月１日付けで常務理事に就任いたしました。

　県内教職員の相互扶助を目的に、福利厚生事業を

行っている一般財団法人新潟県教職員厚生財団の職

に就かせていただくことができましたこと大変光栄

に感じております。当厚生財団は今年度で創立104年目を迎えた国内

でも歴史ある団体です。

　私自身も現職時代、資金貸付・人間ドック等の受診補助・サークル

活動の助成等で大変お世話になりました。多くの教職員の皆様にご加

入、ご活用いただけるようお役に立ちたいと考えております。

専務理事ごあいさつ

� 桑原　直哉　

　平成27年６月に着任以来、旧社屋で２か月、仮

社屋で12か月、新社屋で11か月が経過しました。

この間、新採用者入団促進や退職を祝う会、新社屋

の建設等の担当をすることができました。

　厚生財団が県内教職員の相互扶助を目的に、百年以上にわたり各種

事業を継続できていることは、２万人を超える団員の皆様方のお蔭と

感謝しています。

　これからも、「簡単に、早く、しかも低い利率」の資金貸付事業を

はじめとする福利厚生事業と、公益事業の充実に努めていきます。
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平成28年度　会計決算・事業報告

◆ 厚生費贈与事業
①普通厚生費� 総　　額 4,197万円  
	 １人平均贈与額	 　1,796円

年度末に全団員に贈与（個人の積立金に繰入れ）
②特別厚生費

種　　別 件　数 贈　与　金　額
弔 慰 金 59件 658万円
災 害 見 舞 金 9件 100万円
病 気 見 舞 金 502件 997万円
香 げ 料 1,263件 2,031.5万円
結 婚 祝 金 291件 1,427.5万円
就 学 祝 金 571件 1,140万円
出 生 祝 金 617件 1,227万円
永 年 団 員 祝 金 1,039件 3,261万円
合　　計 4,351件 1億842万円

◆ 団員数・厚生資金積立金　平成29年3月31日現在
団　員　数 厚生資金積立金

現　職　団　員 19,502人 273億6,023万円
継　続　団　員 3,862人 84億6,895万円
合　計 23,364人 358億2,918万円

◆ 公益目的支出計画実施報告書　平成28年4月1日～平成29年3月31日
１．公益目的財産額 14億435万円
２．当該事業年度の公益目的収支差額　(①+②－③) 6,897万円
　①前事業年度末日の公益目的収支差額 4,380万円
　②当該事業年度の公益目的支出の額 2,517万円
　③当該事業年度の実施事業収入の額 0円
３．当該事業年度末日の公益目的財産残額 13億3,538万円

◆ 新規貸付状況
種　　別 件　数 貸　付　金　額

生 活 資 金 614件 4億4,140万円
自 動 車 資 金 293件 4億7,800万円
結 婚 資 金 20件 3,800万円
入 学 資 金 54件 9,650万円
学 資 金 125件 2億1,455万円
住宅・宅地資金 21件 8,600万円
合　　計 1,127件 13億5,445万円

◆ 生命保険団体取扱い事業（三井生命）
種　　類 内　　訳

普　通　保　険 保有件数 5,295件
保険金額 251億2,328万円

教職員年金制度 加入人数 2,151人
加入口数 59,234口

◆ 厚生・補助・あっせん事業
種　　類 内　　訳

教 職 員 手 帳 現職団員（希望者）と継続団員
総 合 健 診 等
受 診 料 補 助

総合健診（人間ドック） 988人
オ プ シ ョ ン 検 診 1,375人

退職準備金借入 3件

正味財産増減計算書
平成28年4月1日～平成29年3月31日

（単位：円）
経常増減の部
　経常収益 495,725,416
基本財産運用益 405,000
特定資産運用益 30,889
資金運用収益 359,558,002
事業収益 134,385,866
雑収益 1,308,359
受取分担金等 37,300

　経常費用 446,419,287
事業費 255,557,044
管理費 190,862,243

　当期経常増減額 49,306,129
経常外増減の部
　経常外収益 0
　経常外費用 285,628
除却損 285,628

　当期経常外増減額 △285,628
正味財産の部
　税引前当期一般正味財産増減額 49,020,501
　法人税、住民税及び事業税 70,000
当期一般正味財産増減額 48,950,501
一般正味財産期首残高 2,673,970,219
正味財産期末残高 2,722,920,720

貸  借  対  照  表
平成29年3月31日現在

（単位：円）
資産の部
　流動資産 3,109,899,909
現金・郵便振替・普通預金 1,495,406,686
定期預金・有価証券 1,540,000,000
前払金・未収金等 74,493,223

　固定資産 35,594,501,263
基本財産（有価証券） 50,000,000
特定資産（退職給付引当） 54,780,000
償却資産（建物・構築物・什器備品・リース資産） 276,454,042
土地 163,258,520
貸付金 5,883,112,339
有価証券 29,166,896,362

資産合計 38,704,401,172
負債の部
　流動負債 97,511,892
　　未払金・リース債務・前受金等 6,100,687
　　保険料預り金 89,188,048
　　期末勤勉手当引当金 2,223,157
　固定負債 35,883,968,560
　　積立金 35,829,188,560
　　退職給付引当金・役員退職慰労引当金 54,780,000
負債合計 35,981,480,452
正味財産の部
　一般正味財産 2,722,920,720
正味財産合計 2,722,920,720
負債・正味財産合計 38,704,401,172

　正味財産とは、貸借対照表の資産から負債を引いた額で、企業会計の純資産

に該当するものです。また、「正味財産増減計算書」は当該年度の正味財産の

増減状況を適正に表示したもので、企業会計の損益計算書に該当するものです。
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新潟県民のための教育・文化活動助成事業
厚生財団は新潟県内の教育振興に寄与することを目的とした団体や事業を支援しています

　地域の伝統文化・芸術の継承活動や教職員同士のサークル活動、研究指定を受けた学校・団体など

を対象とした平成29年度の「普通事業助成」の申請を受け付けています。

　希望する団体は厚生財団ホームページから申請書を取得し、期日までにご提出ください。昨年度に

引き続き助成を希望する団体も改めて申請が必要です。

　＜財団支部が主催・後援等をする事業の支部助成については、随時受付を行っています。＞

〇伝統文化・芸術、サークル活動等
〇研究指定校・研究物発刊団体等

10月31日（火）当日消印有効

厚生財団ホームページの書式集から「普通事業助成申請書＊」を取得し、
必要事項を記入して厚生財団へ提出してください。
＊ 伝統文化・芸術、サークル活動等の助成申請には支部長の推薦と、申請書に記載の添付書類が必要です。

11月中旬に決定通知をして指定口座へ送金します。
　各団体への助成額は、申請団体数や活動内容等によって決定します。

助成対象

申請期限

申請方法

決定・送金

「退職を祝う会」を開催いたしました
　平成28年度末に退職された皆様に、長年ご加入

いただいたことに感謝の意を込めて、「退職を祝う

会」を開催いたしました。

月日 会　場 参加者数
上越 6/  9 や す ね 32名
中越 6/15 ニューオータニ長岡 59名
下越 6/22 イ タ リ ア 軒 99名

　懇親会では久しぶりに再会した旧友との会食を楽しんでいただき、好評のうちに

終えることができました。（在団期間25年以上の方をご招待しています。）

人間ドック・オプション検査

＜平成29年度受診分の補助申請を受付中です＞
申請期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

詳細は「平成29年度 総合健診(人間ドック)等の受診料補助要項」をご覧ください。

他に助成や補助を受けていませんか
　厚生財団の補助は、他団体からの補助と重複して受けることができません。

また、各病院・健診機関の割引制度（期間限定の特別料金等）や、診療行為等で

健康保険が適用された検査も補助対象外です。

　申請前に、補助要項内の「注意事項」をご確認ください。

！
申請上の

注意点
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「永年団員祝金」受取口座報告のお願い
　永年団員祝金に該当する現職団員へご案内を

差し上げましたので、７月末日までに受取口座

の報告をお願いします。

【対象者】 平成18年度入団者
【送金日】 平成29年９月末日

※�平成８年度以前に入団された団員は、退団時に一括贈与さ
れるため、ご案内は送付していません。

教職員手帳の申込みは９月末日まで
　来年の手帳・ダイアリーの希望や品目の変更

は９月末日までにお願いします。変更のお知ら

せがない場合は、前年と同じものを贈与します。

　継続団員(再任用を含む)は、全員に手帳を差

し上げます。

■各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

                        ● 豊かな老後は「教職員年金制度」から！

● 自由設計が可能で、厚生財団団員(注1)のための制度です。

● ４つの年金タイプで老後をサポートできます。

● 個人年金保険料控除適用による節税効果(注2)が期待できます。

(注1)  掛金払込完了年齢(満６０歳)まで払込期間が１０年以上(昭和４２年１２月１日以降生れ)ある方 

 なお、掛金払込完了年齢まで払込期間が５年以上１０年未満(昭和３７年１２月１日～昭和４２年1１月３０日生れ)の方も加入できますが 

     個人年金保険料控除の適用は受けられません。 

(注2) 平成２９年５月現在の税制に基づいた記載です。今後税制の改正が行われた場合には記載内容と相違する場合があります。 

  なお、平成２４年１月より生命保険料控除制度が改正されましたが、当制度については平成２３年１２月３１日以前に締結された 

  契約であるため旧制度の生命保険料控除額の適用が継続されます。 

(注3) 予定利率は将来にわたって保証されるものではありません。 

    また予定利率は平成２９年６月１日現在のものであり今後変更される場合がございます。 

※ご加入の際には、パンフレットにて詳細を必ずご確認ください。 三井-KB-2017-273 

●お取り扱い期間

 新規加入７/３(月)～１０/１３(金) 

 増口申込９/１(金)～１０/１３(金) 

●予定利率

年 １．２５%(注３) 

事 業 紹 介
－ 新潟県教職員年金制度 －

▼新潟県教職員年金制度とは

　個人年金保険料控除の適用による節税効果を

活かしながら、在職中に計画的な老後準備がで

きる厚生財団独自の年金制度です。

▼予定利率

年 １.２５％（平成29年６月現在）

▼募集期間

　新規加入 ７/３ (月) ～ 10/13 (金)
　増口申込 ９/１ (金) ～ 10/13 (金)

▼掛金について

　掛金は１口１千円で、新規加入の場合は月払

い３口、賞与払い10口以上のお申し込みが必要

です。

詳細は6月に各所属に送付しましたパンフレットをご覧ください。
引受保険会社は三井生命保険株式会社です。

三井生命からのお知らせ
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江
戸
幕
府
の
史
料
に
越
佐
女
性
の
姿
を
読
む

後 

藤 

一 

雄
（
前
新
潟
市
立
浜
浦
小
学
校
長
）

 

資
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に
よ
る
越
佐
女
性
の
歩
み 
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 『
官
刻
孝
義
録
』
を
読
む

　
『
官
刻
孝
義
録
』（
以
下
、「
孝
義
録
」）
は
、
江
戸
幕
府
が

編
さ
ん
し
た
善
行
集
で
あ
り
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に

刊
行
さ
れ
た
。

　
本
書
は
50
冊
か
ら
な
り
、
飛
騨
国
を
除
く
全
国
の
事
例

が
採
録
さ
れ
る
。
越
後・
佐
渡
国
は
巻
28・
29
に
記
載
さ

れ
る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
３
月
、
老
中
松
平
定
信
の

布
達
に
よ
り
、
孝
行
ま
た
奇
特
な
る
者
で
褒
賞
の
あ
っ
た

者
の
書
き
上
げ
が
命
じ
ら
れ
た
。
各
地
か
ら
書
き
上
げ
ら

れ
た
事
例
は
、
林
述
斎
や
柴
野
栗
山
な
ど
の
儒
官
に
よ
っ

て
整
理
さ
れ
、
寛
政
12
年
に
は
編
集
が
完
了
し
て
い
る
。

　
「
孝
義
録
」
に
収
録
さ
れ
る
人
数
は
、
八
、
六
〇
〇
人

余
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
内
、
越
後
国
は
429
人
、
佐
渡
国

17
人
、
計
446
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
内
女
性

は
、
越
後
国
113
人
、
佐
渡
国
５
人
、
計
118
人
で
あ
る
。

　
掲
載
女
性
の
内
訳
は
、
孝
行
者
が
最
も
多
く
100
人
、
忠

義
者
11
人
、貞
節
者
６
人
、奇
特
者
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

最
年
少
は
11
歳
、
最
高
齢
は
70
歳
で
あ
り
、
妻
や
娘
を
は

じ
め
、
後
家
、
譜
代
下
女
、
召
仕
下
女
、
尼
僧
、
瞽
女
、

そ
し
て
、
い
わ
れ
の
な
い
社
会
的
差
別
を
受
け
た
非
人
層

の
者
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
が
表
彰
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
幕
府
の
意
図
に
よ
り
、
全
体
の
１
割
程
度
の
者

に
は
略
伝
が
付
し
て
あ
る
。
民
衆
教
化
の
模
範
と
な
る
よ

う
な
事
例
を
平
易
な
文
章
に
ま
と
め
、
人
々
に
供
し
た
の

で
あ
る
。

　
図
は
、
天
明
４

年
（
一
七
八
四
）
５

月
、
貞
節
者
と
し

て
新
発
田
藩
が
表

彰
し
た
新
発
田
城

下
立
売
町
の
町
人

孫
七
の
妻「
そ
の
」
の
略
伝
の
一
部
で
あ
る
。

 「
続
編
孝
義
録
料
」
を
読
む

　
「
孝
義
録
」
刊
行
後
、
こ
の
種
の
編
集
は
文
化
年
間
（
一

八
〇
四
ー
一
八
）
に
も
企
図
さ
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

に
整
理
を
完
了
し
た
が
、刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
続
編
孝
義
録
料
」（
以
下
、「
続
編
」）
と
し
て
、
現
在
、
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
が
そ
れ
で
あ

る
。
全
99
巻・
序
目
１
巻
と
し
て
整
理
さ
れ
た
が
、
現
存

は
90
冊
。

　

越
佐
関
係
者
の
記
載
総
数
は
573
人
、
内
女
性
は
144
人

（
約
25
％
）。
新
発
田
藩
の
195
人
を
最
高
に
、長
岡
藩
131
人
、

佐
渡
奉
行
所
76
人
と
、
各
藩
等
の
報
告
数
が
異
な
っ
て
い

る
。「
続
編
」
に
記
さ
れ
た
女
性
の
内
、
明
確
に
既
婚
者

と
分
か
る
女
性
は
93
人
。
ま
た
、
年
齢
別
に
は
30
歳
か
ら

50
歳
代
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
最
年
少
は
16
歳
、
最
高

齢
は
90
歳
で
あ
る
。

　
表
彰
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
や

は
り
、「
続
編
」収
集
の
意
図
に
合
致
す
る
孝
行
者
が
多
い
。

こ
の
中
に
は
、
夫
の
病
死
後・
夫
の
江
戸
稼
ぎ
後・
夫
の

家
出
後
等
の
善
行
を
記
さ
れ
る
者
23
人
、
夫
と
離
縁
後
と

記
さ
れ
る
者
４
人
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
、

病
身
の
夫
を
含
め
て
、
親
等
の
養
育・
介
護
に
精
励
し
た

者
が
多
数
を
占
め
る
。
江
戸
時
代
の
女
性
が
置
か
れ
た
家

族
内
で
の
立
場
や
、
女
性
に
期
待
さ
れ
た
役
割
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

　
一
例
を
紹
介
し
た
い
。蒲
原
郡
中
ノ
目
村（
旧
豊
浦
町
）

の
百
姓
作
助
の
妻
「
り
の
」（
38
歳
）
が
、
享
和
３
年

（
一
八
〇
三
）
５
月
に
新
発
田
藩
か
ら
米
２
俵
を
下
賜
さ
れ

た
記
録
で
あ
る
。
本
文
に
表
彰
理
由
が
記
さ
れ
る
。
幼
年

よ
り
養
父
母
へ
手
当
宜
し
く
、
特
に
盲
人
と
な
っ
た
養
母

へ
は
心
を
配
り
介
抱
仕つ

か
ま
つり

、
万
端
不
自
由
な
く
取
り
扱

い
、
孝
心
の
者
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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